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論 文 内 容 の 要 旨 
遺伝的多様性の低下と近親交配の増加は、植物個体群の衰退や絶滅の確率を高めるとされる。一方、
熱帯雨林の樹木が、どのようにして近親交配を避け、遺伝的多様性を維持しているかについては不明
な点が多い。本研究では、ボルネオ島熱帯雨林に同所的に生育するフタバガキ科樹木 10種について、
地域個体群の遺伝的多様性と局所空間遺伝構造を明らかにし、近親交配を避けるメカニズムを考察し
た。 
 まず、各個体群の成熟個体について、マイクロサテライトマーカーを用いて遺伝的多様性と近親交
配の程度を調べた。その結果、いずれの種でも近親交配の程度は低いことが示され、全ての種で、他
の健全な天然林の樹木個体群と同等の高い遺伝的多様性が認められた。ただし、個体群が小さなパッ
チ状に分断されている種では、遺伝的多様性が低い傾向があり、こうした種は、急激な環境変化や新
しい病害虫の発生に相対的に脆弱な可能性がある。 
 次に、各個体の遺伝子型の空間的な分布様式である局所的空間遺伝構造を解析した。その結果、
10種中 8種で、空間的に近い個体間ほど遺伝的に類似する統計的に有意な関係が認められた。また、
距離が近いほど遺伝的に類似する傾向は、個体群が分断されている種、種子と花粉の散布距離が短い
種ほど強かった。これらの結果は、花粉散布距離が短く、近接個体間での交配が多い種では、二親性
近親交配が起きる可能性が高いことを示唆する。 
 更に、父性解析によってホソバリュウノウジュ（Dryobalanops lanceolata）の花粉散布距離を推
定した結果、近接個体との交配が多く起きていることが示された。一方、本種の局所空間構造は比較
的弱いため、近接個体間の交配が多くても二親性近親交配になりにくく、これが近親交配の回避につ
ながっていると考えられた。 
 以上より、フタバガキ科の局所個体群では、各種の成熟個体の空間分布、空間遺伝構造、送粉によ
る遺伝子流動の相互作用が、自殖、及び、二親性近親交配の頻度に影響を与え、個体群の遺伝的多様
性の維持に重要であることが明らかになった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
植物個体群の遺伝的多様性の維持機構には未だ不明な点が多く、特に熱帯雨林樹木に関する知見は
きわめて限られている。本研究は、ボルネオ熱帯雨林のフタバガキ科 10種の個体群からマイクロサ
テライトマーカーを用いて収集した膨大な遺伝データを用いて、熱帯雨林の樹木個体群の遺伝的多様
性と局所的空間遺伝構造を解析し、種の遺伝特性と生態特性の間にある関係を明らかにしたものであ
る。本論文の主な成果は以下の４点に要約できる。 
 １）各種個体群の遺伝的多様性と個体の空間分布の間には統計的に有意な関係が認められ、個体群
が小さなパッチ状に分断されている種ほど遺伝的多様性が低い傾向があった。２）調査した 10種の
うち 8 種の個体群で、統計的に有意な局所的空間遺伝構造が認められ、空間的に近い個体間ほど遺
伝的類似度が高い傾向があった。３）また、その傾向は、個体群が小さなパッチに分断されている種、
及び、種子と花粉の散布距離が短い種ほど強かった。４）空間遺伝構造の不明瞭な種では、近接個体
間での交配が多く生じても二親性近親交配が起きず、これによって遺伝的多様性が維持されていると
考えられた。以上の結果は、フタバガキ科樹木の個体群構造が遺伝的多様性に影響を及ぼしているこ
とをデータに基づいて初めて示したものであり、熱帯雨林の遺伝研究と生態研究に新たな視点を提供
するものである。以上により、本研究は、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
